















































































































































































































軌跡 翁久允と移民社会』（平1411 勉誠出版），『資料 翁久允と移民文学』【1】移植樹（平191 大空社），『夢
二と久允 二人の渡米とその明暗』（平284 風間書房），久允の年譜と書誌は須田満共編で大空社から近刊予定。
随想『女ひと筋の道 出版人の妻，研究者として』（昭565 オリジン出版センター），『回想 与謝野寛晶子研究』
（平1811 勉誠出版），『青林書院 19532013青林書院とともに』（平2611 青林書院）。歌集に『わが夢の華』（平6
10 短歌研究），『明星銀河』『明星逍遥』（平1410）『明星游子』（平224 ながらみ書房）がある。以上は編著
書だが，他に紙誌に掲載したものは昭和二〇年代から現時点に続いている。これらと以上の編著書について近刊
予定『想い出すままに』の本文の後に添えるつもりである。以上が私の研究の大略である。
第4回 平成27年12月8日
「制服と標準服女学生洋装化の二つの道」
お茶の水女子大学基幹研究院人文科学系助教 難波 知子
本発表では，お茶の水女子大学に現存する資料を中心に，以下の構成で，1930（昭和5）年に東京女子高等師
範学校附属高等女学校（現お茶大附属高。以下，附属高女）で定められた5種類の標準服を紹介した。
1）女学生服装の変遷
・東京女子高等師範学校附属高等女学校の通学服変遷の掛軸の紹介
・服装様式／服装規程の変遷
・女子学校制服の成立
2）着物から袴へ
・女子体育の振興
・服装改良／袴の採用
・章の制定と背景
3）袴から洋装へ
・洋装化の背景
・各女学校の制服制定
・東京女子高等師範学校附属高等女学校の標準服
1920年代以降，各地の女学校では洋装の制服が制定されたが，多くの場合，一つの型（デザイン）に限定する
ものであった。それに対し，附属高女では服装の型を一つに限定せず，いくつかの選択肢を示しながら，女学生
服装の洋装化を推進する服装規程を試みた。東京女子高等師範学校教授の成田順は，服装選択能力の育成や趣味
の向上のために女学校時代には服装自由であるべきと主張し，画一的な制服の制定に反対したが，こうした成田
の主張が附属高女での標準服の制定に影響を与えたと思われる。しかし実際には，成田が主張したような服装自
由とはならず，複数の選択肢を示す規程となった。それは当時，洋服が通学服として支持されつつも，どのよう
な洋服がふさわしいか，共通認識が形成されておらず，保護者から「子どもに何を着せたらよいか迷う」，「制服
を制定してほしい」という声があげられたためである。学校側は，成田の主張のような教育的観点も考慮し，一
つの型に限定しないかたちで洋服の基準を示す方針を採り，ジャンパー型2種，セーラー型1種，ワンピース型
2種の計5種類の標準服を制定した。女学校における生徒服装のあり方（洋装化）には，一つの型に限定する制
服制定（服装統一）の他に，一人ひとりに選択の余地を残す標準服（あるいは服装自由）という道もあった。しか
しこの試みはわずか2年で終わり，1932（昭和7）年にはセーラー型とジャンパー型の2種類の制服が制定され
た。当時，女学生たちの間ではセーラー服が圧倒的支持を集め，規則による画一化とは別の，流行による画一化
の現象がみられたのである。
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